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少
し
逆
も
ど
り
の
線
ひ
は
あ
る
が
、
次
の
事
を
考
へ
て
み
る
。
奈
良
納
時
代
ま
で
は
、
中
央
の
大
和
地
方
の
言
語
に
お
い
て
、
多
少
の

例
外
は
あ
る
が
、
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
諸
音
に
し
て
、
万
葉
集
巻
二
十
の
防
人
歌
に
お
い
て
は
、
例
外
と
い
ふ
に
は

余
り
に
多
数
に
上
る
甲
乙
両
類
の
混
用
の
事
実
は
、
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
、
防
人
歌
の
表
記
者
が
甲
乙
両
類
の
区
別
を
表
記
し
得
る
だ
け
の
漢
字
音
に
対
す
る
知
識
を
訣
い
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
も
、

混
用
の
碑
由
と
し
て
仮
定
さ
れ
る
。

河
・
上
総
・
常
飩
・
下
野
・
下
総
・
信
涙
・
上
野
等
の
防
人
歌
の
左
註
の
趣
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
防
人
部
領
使
に
求
め
る
こ
と

が
、
最
も
確
か
で
あ
ら
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
防
人
部
領
使
が
兵
部
省
に
巡
上
し
た
も
の
を
、
兵
部
大
輔
の
大
伴
宿
瓢
家
持
が
書
写
に
際

し
用
字
を
改
め
た
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
信
濃
の
防
人
歌
の
左
註
に

二
月
二
十
一
一
日
信
濃
国
防
人
部
領
使
、
上
J

逍
得
レ
病
不
来
°
進
歌
数
十
二
首
。
但
拙
劣
歌
者
不
:
取
一
一
戟
之
↓

と
あ
る
の
は
、
道
に
病
を
特
て
上
京
し
な
か
っ
た
防
人
部
領
使
が
、
み
づ
か
ら
書
記
し
た
歌
を
同
行
者
に
托
し
て
、
兵
部
省
に
進
上
し
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
諸
国
の
防
人
部
領
使
は
、
信
濃
国
の
そ
れ
が
氏
姓
名
を
記
さ
れ
て
ぬ
な
い
ほ
か
は
、

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

ー
五

し
か
し
、

こ
の
仮
定
は
成
立
た
な
い
。
防
人
歌
の
表
記
者
に
目
さ
れ
る
者
は
、
逹
江
・
相
模
・
駿

奈
良
朝
時
代
東
國
方
言
の
成
立
に
つ
い
て

蘊
（
下
）

田

一
四
三

良

輔

一
応
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遠
江

上
野

武
蔵

（
文
学
研
究
第
三
十
八
輯
、

一
七
六
・
七
頁

換
岳
ハ
位
上
安
曇
宿
輛
三
国
、

常
陸

下
野

正
六
位
上
田
口
朝
臣
大
戸
、

下
総

史
生
坂
本
朝
臣
人
上
、

七
位
下
茨
田
連
沙
蒲
麿
、

大
目
正
七
位
上
息
長
真
人
国
島
、

位
下
縣
犬
養
宿
輛
浮
人
、
大
目
正
六
位
下
上
柄
野
君
駿
河
、

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
防
人
部
領
使
の
官
位
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
が
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
区
別
の
書
き
別
け
が
で
き
た
い
ほ
ど
、
漢

字
音
の
知
識
に
乏
し
か
っ
た
と
は
思
へ
な
い
0

奈
良
朝
の
中
期
頃
に
成
っ
た
と
思
は
れ
る
出
雲
・
常
陸
・
播
磨
・
肥
前
の
諸
風
土
記
中
、

常
陸
を
除
く
他
の
三
つ
の
風
土
記
に
お
い
て
は
、
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
区
別
が
か
な
り
厳
重
に
守
ら
れ
て
ゐ
る
。
出
雲
風
土
記
だ
け
に
は

各
郡
の
記
事
の
記
録
者
の
姓
氏
名
が
末
尾
に
祀
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
録
者
の
官
位
は
、
諸
国
の
防
人
部
領
使
の
官
位
に
は
や
や

劣
つ
て
ぬ
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
常
陸
以
外
の
風
土
記
に
は
、
右
の
如
く
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
区
別
が
厳
存
し
て
ゐ
る
。
出
雲
風

土
記
の
記
録
者
よ
り
上
位
に
属
す
る
防
人
歌
を
記
し
た
諸
国
の
部
領
使
が
、
甲
乙
両
類
の
仮
字
を
書
き
分
け
得
な
い
ほ
ど
漢
字
昔
の
知
識

に
乏
し
か
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
し
て
み
る
と
、
防
人
歌
は
東
国
峨
方
の
音
声
言
語
に
基
づ
い
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
甲
乙
両

ヽ

類
の
音
の
区
別
が
混
乱
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
た
ほ
、
前
記
四
つ
の
風
土
記
中
、
常
陸
風
土
記
に
限
つ
て
甲
乙
両
類
の
仮
字
の

混
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

東
国
に
方
言
的
音
韻
現
象
が
存
在
し
て
ゐ
た
事
実
を
、
た
ほ
一
暦
端
的
に
表
明
す
る
現
象
は
、
中
央
語
に
お
け
る
・
1
(
＂1
)

．e(
6
)

．

a
•
O
(
6
)．
u
が
、
東
国
語
で
は
、
甲
乙
両
母
辛
日
間
の
異
同
で
は
な
く
て
、
基
本
的
に
別
稲
の
母
音
に
代
つ
て
ぬ
る
も
の
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
例
へ
ば
、
中
央
語
の
・
1

が
東
国
語
で
は
e
.
"
8
.
u

に
、
ま
た
中
央
語
のe
が
、
東
国
語
で
は
i
•
"
ー
・
"
0
.
a

に
代
る
と
い

ふ
や
う
に
、
中
央
語
の
母
音
が
基
本
的
に
別
樋
の
母
音
に
代
る
型
に
二
十
五
通
り
あ
る
。

相
模

守
従
五
位
下
藤
原
宿
奈
麿
、

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

駿
河

守
従
五
位
下
布
勢
朝
臣
人
主
、

一
四
四

少
目
従
七

上

総

少

目

従
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
ふ
て
（
下
）

こ
の
や
う
に
言
語
音
を
忠
実
に
表
記
し
た
防
人
歌
は
、
そ
の
表
記
者
を
異
に
し
て
は
ゐ
る
が
、

に
著
し
い
現
象
で
あ
っ
て
、
遠
江
・
駿
河
に
近
い
相
模
・
武
蔵
は
、
実
例
に
徴
し
て
も
歌
数
と
の
比
李
か
ら
い
つ
て
も
、
坂
東
諸
国
の
う

ち
で
は
最
も
少
な
く
、
上
総
を
最
高
と
し
、
隣
接
の
常
座
・
下
総
と
下
舒
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
上
蜀
・
信
濃
等
に
見
ら
れ
（
第
三
十
八
龍
、

一
七
六
頁
の
表
参
照
）
、
そ
こ
に
同
じ
東
国
と
い
つ
て
も
、
い
ろ
（
＼
な
外
的
條
件
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
各
地
方
の
方
言
的
差
異

、
、
、
、

や
、
各
地
方
の
方
言
相
互
間
の
つ
な
が
り
ま
た
は
影
薯
と
い
っ
た
も
の
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
防
人

部
領
使
が
、
防
人
逹
の
歌
の
言
語
音
を
か
な
り
忠
実
に
表
記
し
た
事
の
現
れ
と
見
る
よ
り
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。

国
に
お
け
る
同
時
的
言
語
吠
態
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
万
葉
巻
十
四
の
東
歌
が
、
そ
の
採
集
に
時
間
的
差
異
の
あ
る
事
が
推
定

さ
れ
て
ゐ
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
防
人
歌
の
方
は
、
天
平
勝
宝
七
年
始
め
頃
の
東
国
に
お
け
る
そ
肛
ぞ
れ
の
完
全
な
同
時
的
方
言
朕
態
で

あ
っ
て
、
各
方
言
間
の
時
間
的
差
異
に
よ
る
言
語
差
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
歌
と
い
へ
ど
も
同
時
代
ま
た
は
同
時
期
の
作
で
あ
る

が
あ
る
が
、

め
ら
れ
る
。

一
四
五

い
づ
れ
も
天
乎
豚
宝
七
年
頃
の
東
国
詣

一
六
三
•
四
頁
参
照
）
は
、
有
坂
秀
泄
博
士
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る

や
う
に
、
乙
類
の
ケ
・
ゲ
・
戸
・
メ
の

”e
と

a
と
の
母
昔
交
替
と
は
全
く
無
関
係
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
東
国
方
言
の
著
し
い
蜆
象

で
あ
る
。
国
語
に
お
い
て
甲
乙
両
類
の
混
用
以
外
の
母
音
転
化
の
こ
の
や
う
な
現
象
は
、
甲
乙
両
類
の
母
昔
の
区
別
を
表
記
し
得
な
い
、

ま
た
は
そ
の
区
別
に
気
つ
か
な
い
人
に
も
表
記
し
得
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
や
う
な
硯
象
が
東
国
方
言
に
存
在
し
て
ゐ
た
事
が
認

ま
た
、
中
央
語
昔
の

i
.
＂
l
.
e
.
”
o
.
o
.
6
等
が
、
防
人
歌
に
お
い
て

i
↑
↓
i
、
e
↑
↓
te
、
0

↑
↓
り
と
な
っ
て
ぬ
る
も
の

こ
の
や
う
た
現
象
は
遠
江
・
駿
河
等
の
国
で
は
遠
江
に
る
↓

e
の
例
が
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

参
照
）
殊
に

e
が
a
と
な
る
現
象
（
文
学
研
究
第
三
十
八
斡
、

坂
東
諸
国
と
信
濃
と
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値
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
く
、

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

の
で
、
時
間
的
差
異
に
よ
っ
て
生
す
る
各
方
言
の
言
語
差
と
い
ふ
も
の
は
、
ご
く
僅
少
と
い
ふ
べ
く
、
参
照
、
比
較
す
る
価
値
は
あ
る
と

恩
は
れ
る
。

か
く
て
、
例
へ
ば
、
中
央
語
の
カ
ナ
（
悲
）
シ
き
（
甲
）
が
武
蔵
四
四
一
三
で
は
中
央
語
と
同
じ
く
マ
カ
ナ
シ
き
、
常
陸
四
三
六
九
、
上
野

一
二
四
ニ
一
で
は
カ
ナ
シ
け
（
甲
）
で
あ
る
。
上
野
の
例
は
東
歌
で
は
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
防
人
歌
の
例
に
さ
ほ
ど
劣

ろ
と
は
恩
へ
な
い
。
た
ほ
、
東
歌
の
国
名
未
詳
の
歌
、
三
五
一
七
、
三
五
三
三
、
三
五
四
八
、
三
五
五
一
、
三
五
六
三
、
三
五
七
六
に
、

カ
ナ
シ
け
が
各
一
例
あ
る
。
ま
た
、
中
央
語
の
ク
ヤ
（
悔
）
シ
き
は
、
駿
河
四
三
三
七
で
は
中
央
語
と
同
じ
く
、
下
蜀
四
三
七
六
で
は
ク
ャ

0
 

0
 

ッ
ケ
（
乙
）
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
形
容
詞
の
連
休
形
き
が
け
ま
た
は
ケ
と
な
っ
て
ゐ
る
例
は
、
前
記
の
例
の
他
に
下
総
四
三
九
囚
（
ナ
ガ

ケ
）
、
下
野
四
三
八
二
（
ア
シ
ケ
）
、
武
蔵
四
四
一
四
（
ウ
ッ
ク
シ
ケ
）
、
武
蔵
阻
四
一
九
（
ヨ
ケ
）
、
東
歌
国
名
未
詳
―
―
―
五
五
七
（
ナ

ヤ
マ
シ
け
）
等
で
あ
る
。
一
方
、
中
央
語
と
同
じ
く
き
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
前
記
の
例
の
他
に
遠
江
四
一
ニ
ニ
一
（
カ
シ
こ
き
）
、
常

0

カ
グ
＾
シ
き
）
。
東
歌
で
は
、
駿
河
三
三
五
六
（
ナ
ガ
き
）
、
武
蔽
三
三
七
一
一
一
（
カ
ナ
シ
き
）
、
常
陸
三
三
九
六

C
を
ヶ

陸
四
三
七
一

き
）
が
あ
る
が
、
防
人
歌
の
表
記
態
度
と
東
歌
の
表
記
態
度
と
は
異
な
っ
た
も
の
が
あ
り
、
東
歌
は
、
表
記
者
が
中
央
語
の
昔
韻
意
識
の

鋳
型
に
東
国
の
言
語
音
を
は
め
込
ん
で
表
記
し
た
場
合
が
多
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
事
を
考
底
に
入
れ
る
と
、
東
歌
に
お
い
て
形
容
詞

0

0
 

の
連
体
形
が
中
央
語
に
同
じ
事
例
は
、
前
記
の
如
く
、
き
が
け
と
な
っ
て
ぬ
る
相
当
数
の
例
が
東
歌
に
見
出
さ
れ
る
の
で
、
決
し
て
無
価

一
応
考
慮
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
が
、
東
歌
の
上
野
三
囮
ニ
ー
の
カ
ナ
シ
け
の
場
合
ほ
ど
、
桜
極
的
価
値
を
持

ち
得
な
い
事
と
な
る
。

g)と
な
る
例
は
、
防
人
歌
・
東
歌
を
通
じ
て
い
づ
れ
も
坂
東
に
属
す
る
武
蔵
・
下

0

0

0
 

形
容
詞
の
連
体
形
き
（
甲
）
が
け
（
甲
）
ま
た
は
ケ

四
六
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。

中
央
語
の
イ
ヘ
（
家
、

-1̂ 
一
國
内
に
お
け
る
地
魂
的
相
異
ま
た
は
土
地
や
当
時
の
社
会
組
織
に
根
ざ
し
た
生
活
共
同
団
体
間

の
相
異
が
齋
ら
し
た
も
の
か
、
箪
な
る
個
人
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
事
と
す
る
。
と
も
あ
れ
、
坂
東
で
は

形
容
詞
の
連
休
形
の
中
央
語
形
と
方
言
形
と
は
、
事
例
の
数
に
お
い
て
ほ
ぼ
伯
仲
の
欣
態
を
呈
し
て
、
い
づ
れ
か
へ
の
統
一
の
気
運
は
動

い
て
ゐ
な
い
。

へ
は
甲
類
）
は
、
武
蔽
四
四
一
六
、
四
四
二
三
、
国
名
未
詳
四
四
二
七
で
は
イ
〈
、
武
誡
四
四
一
九
、
上
野
四

四
0
六
で
は
イ
会
[
)
、
下
野
四
三
七
五
で
は
イ
〈
（
び
卜
）
と
あ
っ
て
、

e
が
a
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
一
方
、
常
陸
四
三
六
四
、
武
蔽

四
四
一
五
、
下
総
四
三
八
八
は
中
央
語
と
同
じ
く
イ
ヘ
と
あ
り
、
上
総
四
三
四
七
は
イ
戸
（
乙
）
、
上
総
囚
三
五
三
は
イ
戸
（
カ
ゼ
）
・
イ

。
戸
（
ゴ
ト
）
と
あ
る
。
上
野
は
イ
(
‘
下
野
は
イ
〈
び
卜
各
一
例
で
は
あ
る
が
イ
ヘ
ま
た
は
イ
戸
の
例
が
無
い
か
ら
、
一
応
イ
〈
が
行
は

れ
て
ゐ
た
と
見
る
事
も
可
能
で
あ
ら
う
。
下
総
・
常
蝕
は
中
央
語
と
同
じ
く
イ
ヘ
、
上
総
で
は
中
央
語
の

e
が
te
と
な
る
の
は
、
上
総
の

著
し
い
方
言
的
珠
象
で
あ
る
か
ら
（
文
学
研
究
第
三
十
八
輯
、
一
七
六
頁
の
表
参
照
）
、
イ
ヘ
が
イ
戸
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

な
ほ
、
当
時
の
中
央
語
の

e
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
に
、
防
人
歌
・
東
歌
で
は
し
ば
し
ば

a
が
現
れ
て
ゐ
て
、
上
記
の
国
以
外
に
、
国
名
の

明
ら
か
な
も
の
に
常
陸
の
東
歌
三
1

二
五
一

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

と
が
共
存
し
て
ゐ
る
。
こ
の
現
象
は
、

一
四
七

絵
・
常
陪
・
下
野
・
上
野
で
、
坂
の
西
の
駿
遠
両
国
に
は
見
え
な
い
。
こ
こ
に
も
同
じ
東
国
で
も
坂
の
酉
と
東
で
は
、
東
国
方
言
に
か
な

り
著
し
い
租
異
が
あ
る
一
般
的
傾
向
が
現
れ
て
ぬ
る
。
と
こ
ろ
で
、
武
蔵
・
常
砂
・
下
野
で
は
中
央
語
の
き
と
方
言
の
け
ま
た
は
ケ
の
音

（
ホ
セ
ル
↓
ホ
サ
ル
、
フ
レ
ル
↓
フ
ラ
ル
）
に
二
例
、
下
総
の
防
人
歌
四
三
八
八
（
垢
着
き
i
-々
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

け
リ
↓
ー
一
カ
リ
）
に
一
例
が
あ
る
。
坂
東
諸
国
で
は
、
現
象
に
強
弱
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
相
模
を
除
い
て
は
全
般
的
に
行
は
れ
て
ゐ
た

イ
ハ
の
三
例
は
、

そ
れ
ぞ
れ
荏
原
・
橘

方
言
的
現
象
が
、
坂
東
以
外
の
東
国
で
あ
る
信
濃
・
遠
江
・
駿
河
及
び
駿
河
に
隣
接
す
る
相
模
に
現
れ
て
ゐ
な
い
事
は
、
前
述
の
形
容
詞
，

0

0

 

の
蓮
体
形
き
が
け
・
ケ
と
な
る
国
々
と
合
致
し
て
ゐ
て
、
注
意
を
引
く
。

更
に
注
意
を
引
く
事
は
、
武
蔵
に
お
い
て
イ
〈
と
イ
ヘ
と
が
共
存
し
て
ゐ
る
朕
態
で
あ
る
。

樹
・
埼
玉
の
三
郡
の
防
人
歌
で
、
イ
ヘ
の
一
例
は
、
イ
〈
と
表
記
さ
れ
て
ぬ
る
四
四
一
五
の
歌
の
作
者
荏
原
那
物
部
武
徳
の
妻
椋
椅
部
刀

自
売
の
歌
に
見
え
て
ぬ
る
。
武
蔽
は
イ
ヘ
ー
そ
4

(

と
の
交
錯
地
幣
で
あ
り
、
そ
れ
に
し
て
も
イ
ヘ
よ
り
イ
〈
の
方
が
有
勢
で
，
あ
っ
た
ら
し

い
事
は
、
イ
〈
の
例
が
多
い
事
や
、
イ
〈
の
例
し
か
見
ら
れ
社
い
上
野
・
下
野
と
の
地
理
的
関
係
、
及
び
宝
亀
二
年
以
前
ま
で
は
両
国
と
共

に
東
山
道
に
編
入
さ
れ
て
ゐ
た
事
か
ら
想
定
さ
れ
ろ
0

そ
れ
は
と
も
か
く
、
物
部
歳
徳
夫
妻
に
お
け
る
イ
ヘ
と
イ
〈
と
の
相
異
は
、
武
蔵
一

国
内
に
お
け
る
方
処
的
相
異
に
帰
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
武
蔵
に
は
四
四
三
一
に
イ
キ
ツ
（
息
衝
）
ク
シ
カ
バ
（
中
央
語
イ
キ
ッ
ク
シ
け

バ
）
な
ど
が
あ
る
が
、
一
方
、
東
歌
で
は
あ
る
が
三
七
七
六
に
こ
ヒ
シ
け
パ
の
如
く
中
央
語
と
同
形
の
例
も
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
夫
が
イ

へ
と
発
音
し
、
妻
が
イ
〈
と
発
音
し
た
原
因
と
し
て
、
無
活
用
語
や
活
用
語
の
活
用
形
の
あ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
中
央
語
の

e
と
そ
れ

に
対
応
す
る
方
言
形
の
a
と
の
二
つ
の
形
が
共
存
し
て
ぬ
た
と
も
仮
定
さ
れ
る
し
、

e
ど

a
と
は
相
互
に
他
に
移
行
し
易
い
不
安
定
な
性

質
の
音
で
あ
っ
た
と
の
仮
設
も
成
立
つ
が
、
夫
は
イ
ヘ
と
発
音
す
る
言
語
集
夜
の
な
か
で
成
人
し
、
妻
は
イ
（
と
発
音
す
る
言
語
集
朋
の

な
か
で
成
人
し
た
結
果
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
や
う
に
夫
と
妻
と
の
穿
音
が
、
同
一
の
活
用
語
の
同
じ
語
尾
に
お
い
て
異
た
つ
て
ゐ
る

例
が
や
は
り
武
蔵
に
見
え
て
ゐ
る
。
埼
玉
郡
の
藤
原
部
等
栂
闘
の
歌
（
四
四
二
三
）
に
は
、
佐
夜
副
美
毛
可
栂
（
さ
や
に
見
も
か
も
）
と

あ
っ
て
、
中
央
語
の
未
来
の
助
勘
詞
む
の
U

が
0

と
な
っ
て
ぬ
る
の
に
対
し
、
妻
の
物
部
刀
自
売
の
歌
（
四
四
二
四
）
に
は
、
廠
佐
夜
可

一
四
八
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）
．

や
う
な
事
が
現
れ
て
ゐ
る
。

心
瞬
は
麟
即
に
知
ひ
嚢
か
ざ
り
命
が
批
志

H
ろ
を
美
幸
人
も
が
も

一
四
九

い
ふ
事
も
起
り
得
な
い
事
で
は
た
い
が
、

上
野
・
下
野
で
あ
っ
て
、
信
濃
は
両
者
の
例
を
鋏
い
て
ゐ
る
の
で
何
と
も
い
へ
な
い
。

む
は
一
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
も
は
四
例
を
数
へ
る
。
武
蔵
・
相
模
・
上
総
で
は
両
者
の
勢
力
に
は
さ
ほ
ど
優
劣
が
な
か
っ
た
や
う
で
あ

る
。
常
陸
で
は
む
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
東
歌
に
だ
け
見
え
て
ゐ
る
陸
奥
に
は
両
者
各
一
例
が
あ
る
。
巾
央
語
の

e
と
そ
れ
に

対
応
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
a
、
イ
ヘ
と
イ
〈
と
の
分
布
朕
態
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
ぬ
る
。

0

0

 

と
こ
ろ
で
、
武
蔵
国
荏
原
郡
の
防
人
夫
妻
に
お
け
る
イ
ヘ
と
イ
＾
、
埼
玉
郡
の
防
人
夫
妻
に
お
け
る
モ
と
ム
と
相
異
す
る
魂
象
に
対
す

る
解
釈
も
、
次
の
や
う
な
視
象
に
接
す
る
と
、
更
に
新
な
観
野
が
展
開
さ
れ
る
。
上
総
国
長
柄
郡
の
防
人
、
若
麻
綾
部
羊
の
歌
、

筑
紫
へ
に
駆
牟
加
流
船
の
管
配
し
か
も
仕
へ
唸
り
て
和
如
に

mO牟
可
毛
（
四
一
―
―
五
九
）

倣
牟
加
流
は
、
へ
（
舶
）
向
か
る
（
中
央
語
、
戸
向
け
ル
）
、
閉
牟
可
毛
は
、
戸
（
舶
）
向
か
も
（
中
央
語
、
戸
向
カ
ム
）
で
あ
り
、
中

央
語
の
舶
は
乙
類
の
戸
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
散
は
甲
類
、
閉
は
乙
類
で
あ
っ
て
、
詣
伝
本
中
、
散
が
元
暦
本
・
類
豪
古
集
に
散
と
あ
る

だ
け
で
、
文
字
の
異
同
は
な
い
。
同
一
人
が
同
語
を
二
様
に
発
言
し
て
ぬ
た
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
表
記
者
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
防
人
部
領
使
た
ち
が
、
甲
乙
両
類
の
仮
字
を
書
き
分
け
得
る
能
力
の
持
主
で
あ
っ
た
事
は
、
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
。
偶
然
の
誤
記
と

な
ほ
相
模
固
の
防
人
、
丹
比
部
国
人
の
歌
（
四
三
二
九
）
に
も
、

一
首
の
歌
の
な
か
に
同
じ

し
か
し
東
歌
・
防
人
歌
を
合
せ
て
も
、

上
野
は

爾
美
無
（
ま
さ
や
か
に
見
む
）
と
あ
っ
て
、
中
央
語
と
同
じ
で
あ
る
。
防
人
歌
・
東
歌
を
通
じ
、
未
来
の
助
動
詞
む
だ
け
が
用
ひ
ら
れ
て

も
の
例
が
見
え
な
い
の
は
、
遠
江
・
駿
河
・
下
総
の
三
国
で
あ
っ
て
、
防
人
歌
の
み
に
眼
れ
ば
、
逆
に
も
だ
け
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、



奈

良

朝

時

代

東

国

方

言

の

成

立

に

つ

い

て

（

下

）

一

五

0

0

せ

泄
武
は
為
む
で
、
む
は
未
来
助
勁
詞
で
あ
り
、
美
毛
は
見
忍
で
、
未
来
助
勁
詞
む
の
方
言
形
で
あ
る
。
セ
ム
が
七
モ
と
な
っ
て
ゐ
る
例

0

0

 

が
、
上
野
三
四
一
八
、
陸
奥
三
四
二
六
（
元
脈
・
類
棄
古
集
・
西
本
願
寺
・
神
田
・
温
古
堂
・
大
矢
・
京
大
等
の
詣
本
に
は
勢
牟
が
勢
毛

と
な
っ
て
ぬ
る
）
に
見
え
る
か
ら
、
美
毛
と
発
音
し
て
ゐ
る
作
者
は
、
セ
ム
を
七
モ
と
発
音
す
る
場
合
も
あ
っ
た
事
と
恩
は
れ
る
。
常
陸

国
の
防
人
、
若
合
人
部
広
足
の
歌
畜
四
三
六
三
と
四
三
六
四
の
歌
に
も
同
じ
親
象
が
見
ら
れ
る
。
四
三
六
三
に
は
、
伊
舟
（
妹
）
と
あ
る
。

四
豆
ハ
四
の
歌
、

0

な

佐
伎
牟
理
に
発
た
む
さ
わ
ぎ
に
家
の
伊
毛
が
業
る
べ
き
事
を
言
は
す
来
ぬ
か
も
（
四
一
n
六
四
）

に
も
、
伊
毛
と
あ
る
が
、
毛
は
、
元
屈
本
・
類
豪
古
集
・
酉
本
願
寺
本
・
紳
田
本
・
潰
古
堂
本
・
大
矢
本
・
京
大
本
等
に
は
牟
と
な
っ
て

ゐ
る
。
こ
の
歌
の
初
句
に
佐
伎
牟
雌
と
あ
る
事
を
考
へ
る
と
、
牟
を
採
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
だ
と
す
る
と
、
同
人
が
妹
を
イ
モ
と
も
イ
ム

と
も
発
音
し
て
ゐ
た
事
に
な
る
。
こ
の
仮
定
が
誤
に
し
て
も
、
四
三
六
四
に
は
、
サ
き
モ
リ
（
防
人
）
が
サ
き
ム
リ
と
あ
る
の
に
対
し
て
、

イ
モ
と
あ
る
の
で
、
同
一
人
が
0

を
U

と
も
発
昔
す
る
場
合
が
あ
っ
た
事
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
模
の
防
人
、
丹
比
部
国
人

0

0

 

が
、
わ
づ
か
三
十
二
日
の
歌
に
お
い
て
、
未
来
助
励
詞
む
を
も
と
も
発
音
し
て
ゐ
る
事
を
考
慮
す
る
と
、
四
一
二
六
四
の
伊
毛
は
、
元
暦
本

ほ
か
六
つ
の
伝
本
に
牟
と
あ
る
方
が
、
原
形
で
あ
ら
う
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
や
う
た
現
象
は
、
言
語
主
体
者
が
よ
し
0

と
発
音
し
、

、
、
、

U

と
発
音
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
ぬ
て
も
、
発
音
さ
れ

一
七
七
頁
）
に
微
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
音
声
の
上
で
は
0

と
U

と
が
混
同
さ
れ
て
ゐ
た
事
に
基
づ
く
も
の
と
恩
は
れ
る
。
こ
の
や
う
な
0

と
U

と
の
朕
態
が
東
国
に
お
け
る
全

般
的
現
象
で
あ
っ
た
事
は
、
本
誌
第
三
十
八
輯
の
0

↓
U

、
U

↓
0

の
事
例
（
一
六
七
ー
九
頁
、

中
央
語
の
。
荼
U

に
な
っ
て
ゐ
る
事
例
が
、
坂
東
以
酉
の
遠
江
・
駿
河
・
信
濃
の
東
国
、
殊
に
遠
江
に
著
し
い
が
、
坂
東
諸
国
に
お
い
て

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

は
、
防
人
歌
に
眼
札
ば
下
総
・
常
粋
と
疑
問
の
例
一
個
を
有
す
る
武
蔵
の
三
国
に
見
ら
れ
、
東
歌
を
入
れ
て
も
、
常
陸
に
一
例
、
相
模
に

疑
間
の
二
腐
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
野
・
下
野
・
上
総
に
は
そ
の
例
が
無
い
。
こ
れ
に
対
し
、

U

が
0

と
な
る
の
は
、
坂
東
諸
国

q
 

で
は
全
面
的
現
象
で
あ
る
の
に
対
し
、
遠
江
・
駿
河
・
信
濃
の
三
国
で
は
、
防
人
歌
・
東
歌
を
通
じ
て
、
遠
江
四
三
二
四
に
卜
戸
ク
ホ
み

（
述
ツ
淡
海
）
の
あ
ま
り
は
か
ば
か
し
く
な
い
一
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
坂
東
諸
国
と
坂
東
の
四
に
あ
る
遠
江
・
駿
河
・
信

濃
と
を
比
較
す
る
と
、
概
し
て
前
者
の
U

が
0

に
移
行
し
易
い
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
の
0

は
U

に
移
行
し
易
い
傾
向
を
有
し

て
ゐ
た
と
い
へ
る
。

e
が
5
0

に
な
ろ
傾
向
は
、
上
総
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
現
象
も
U

↓
0

、
0

↓
U

の
現
象
の
場
合
と
同
じ
く
、
言
語
主
休
者
の
昔

賊
意
識
と
実
際
発
音
さ
れ
た
音
声
と
の
食
迄
ひ
が
、

e
と
り
と
の
混
同
と
な
っ
て
蜆
れ
た
と
、
一
応
仮
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
別

の
仮
定
が
成
立
す
る
。
東
国
方
言
に
お
い
て
は
、
音
声
的
差
異
か
あ
っ
て
も
、
音
禎
的
対
立
が
意
幽
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
次

第
に
消
失
し
か
け
て
ゐ
た
事
が
、
硯
象
の
契
械
と
な
っ
た
と
い
ふ
仮
定
で
あ
る
。
ま
た
、
音
声
的
差
異
の
泊
失
と
音
賊
的
対
立
の
消
失
と

が
互
び
に
他
の
現
象
を
ひ
き
起
す
契
檬
と
な
っ
て
、
昔
試
的
対
立
ま
た
は
音
声
的
差
異
の
消
失
を
招
い
た
の
か
，
或
い
は
ま
た
両
者
が
同

時
的
に
互
ひ
に
他
の
現
象
の
進
行
を
刺
戟
し
て
、
音
声
的
に
も
音
試
的
に
もe.
~
0

の
区
別
が
消
失
し
て
行
っ
た
も
の
か
。
こ
の
や
う
な

仮
定
の
う
ち
か
ら
一
っ
を
選
ぶ
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
い
づ
れ
に
し
て
も
、

0

と
U

の
場
合
は
音
娯
的
対
立
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、

e
とし
e
と
の
場
合
は
、
音
韻
的
対
立
の
衰
弱
・
泊
失
が

e.• 

e
混
同
の
契
歳
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

第
三
十
八
料
の
e

↓

5
0
、

~
6
↓

e

の
事
例
（
ニ
ハ
一
ー
ニ
ハ
ニ
頁
、

一
五

信
濃
に
比
し
て
、
概
し
て
坂
東
の
話
国
に
著
し
く
、
坂
東
諸
国
に
お
い
て
は
、
遠
江
・
駿
河
・
信
濃
に
お
け
る
ほ
ど
、

e
と
社
と
の
区
別

．
 

一
七
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
菰
の
音
韻
現
象
は
、
遠
江
・
駿
河
・
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が
個
人
の
音
訊
意
識
に
の
ぼ
つ
て
ゐ
な
い
朕
態
に
あ
っ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

e
が

a
と
な
る
親
象
は
、
相
桟
を
除
い
た
坂
東
諸
国
に
誤
ら
れ
、
駿
遠
両
国
及
び
信
濃
と
駿
河
に
東
隣
す
る
坂
東
の
相
模
に
は
現
れ
て

ゐ
な
い
。
さ
う
し
て
、
国
名
不
明
の
防
人
歌
、

さ

ざ

た

な

へ

0

0

こ

ろ

も

は

だ

小
竹
が
葉
の
さ
や
ぐ
霜
夜
に
七
重
加
流
衣
に
廊
柚
流
子
ろ
が
膚
は
も
（
四
四
―
―
―
―
)

の
加
流
（
中
央
語
、
け
（
著
）
ル
）
で
は

e
が

a
と
な
り
、
廊
批
流
（
中
央
語
、
マ
サ
（
仮
）
ル
）
で
は

a
が

e
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
現
象

に
対
す
る
一
応
の
表
面
的
解
釈
は
、

e
と

a
と
が
互
ひ
に
他
に
移
行
し
易
い
性
質
の
昔
で
あ
っ
た
と
い
ふ
事
に
な
る
。

0

、

e
と
”
8

の
場
合
が
、
同
一
人
の
同
一
語
に
お
い
て
二
様
の
音
声
形
式
が
現
れ
て
ぬ
る
の
に
対
し
、
四
四
三
一
の
歌
の
場
合
は
、
同
一

人
で
は
あ
っ
て
も
、
同
一
語
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

e
と
a
と
の
昔
韻
的
対
立
が
あ
っ
て
、
し
か
も
音
声
的
差
異
の
上
に
混
同
が
生
す
る

場
合
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
も
偶
然
的
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
或
い
は
特
定
の
語
や
特
定
の
語
形
の
場
合
に
生
じ
易
い
語
彙
的
現

象
で
あ
っ
た
の
か
°
或
い
は
昔
韻
的
対
立
の
消
失
に
よ
る
硯
象
な
の
か
。
そ
れ
と
も

e
と
a
と
の
―
音
声
的
性
質
が
類
似
し
て
ぬ
た
た
め
に

生
じ
た
混
同
で
あ
る
の
か
。
類
似
音
に
よ
り
生
じ
た
混
同
に
し
て
も
、
昔
韻
的
に
は
区
別
さ
れ
て
ゐ
た
の
か
、
音
韻
的
に
も
一
音
声
的
に
も

全
く
混
同
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
や
う
な
さ
ま
ざ
ま
の
仮
定
が
予
想
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
国
に
お
け
る

e
と
a
と
の
交
替
現
象
の
分
布
の
朕
態
を
考
察
す
る
と
、
相
模
を
除
く
坂
東
諸
国
で
は
、

例
よ
り

e
が
a
と
な
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、

a
が

e
と
な
る

a
が
e
と
な
る
確
か
な
例
は
、
国
名
明
ら
か
な
も
の
で
は
遠
江
の
防
人
歌

9

か

づ

さ

ね

も

、

、

四
三
ニ
一
の
加
曳
（
カ
ニ
、
萱
）
だ
け
で
あ
り
、
相
模
の
東
歌
一
二
四
三
二
の
可
豆
佐
禰
母
の
ね
も
が
、
助
詞
ナ
ム
の
方
昔
と
し
て
も
僅
か

に
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
遠
江
・
駿
河
・
信
濃
と
駿
河
の
隣
国
相
模
、
相
模
に
北
隣
す
る
武
蔵
に
は
、

e
↓
a
の
現
象
が
現
れ
て
ゐ

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

一
五

し
か
し
、

U

と
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

な
い
の
に
対
し
、
a
↓

e
の
現
象
が
少
な
い
な
が
ら
、
遠
江
・
相
桟
？
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
。

か
に
す
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、

の
現
象
が
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
五

こ
の
事
は
、
東
国
の
う
ち
で
も
、
遠

江
・
駿
河
・
信
濃
と
相
模
を
除
く
坂
東
諸
国
と
の
間
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
ゃ
う
に
、
方
言
的
相
異
が
存
在
し
て
ゐ
る
事
を
一
層
明
ら

a
が

e
と
な
る
現
象
が
例
外
的
と
い
へ
る
ほ
ど
少
な
い
事
は
、

e.• 

0

の
場
合
と
は
異
な
り
、
両
昔
間

に
昔
韻
的
対
立
が
存
し
て
ゐ
た
事
を
哀
害
き
す
る
。
さ
う
し
て
、

e
が
a
と
な
る
例
は
、
無
活
用
語
で
は
休
言
に
イ
ヘ
（
家
）
、
方
向
を
示

。

す
助
詞
へ
の
み
で
、
後
者
の
例
は
た
だ
一
例
で
あ
り
、
し
か
も
へ
の
音
に
眼
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
、
甲
乙
両
類
の
ケ
・
ヘ
・
メ
の
う
ち
。
ケ

e
.
り

e
以
外
の

・
ヘ
両
昔
に
お
け
る

e
.
i
e
の
混
同
の
親
象
が
著
し
く
現
れ
て
ぬ
る
の
み
な
ら
す
、
甲
乙
両
類
の
ケ
・
ヘ
に
お
い
て
は
、

母
年
日
と
の
混
同
も
蜆
れ
て
ぬ
る
事
、
及
び
け
（
甲
）
の

e
が
a
と
な
る
次
の
や
う
な
現
象
と
対
照
し
て
、
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
古
代
形
容
詞
の
未
然
彩
・
已
然
形
の
け
（
甲
）
の
(e
が

a
と
な
る
場
合
が
相
当
多
く
、
助
励
詞
「
り
」
が
付
く
場
合
の
動
詞
の
活
用
語

尾
の
母
音

e
と
助
勁
詞
「
け
り
」
の
例
が
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
特
定
の
語
と
活
用
語
の
特
定
の
活
用
形
に
限
つ
て
、

e
↓
a
 

e
が

a
に
近
い
音
で
あ
る
た
め
に
生
じ
た
蜆
象
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
特
定
の
語
ま
た
は
特
定

、
、
、

の
活
用
語
の
特
定
の
活
用
形
に
限
つ
て
生
じ
て
ぬ
る
音
声
現
象
で
あ
っ
て
、
＿
言
語
主
体
者
が

e
と
発
昔
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で

a
と
発
一
音
し

て
ゐ
た
の
か
、
昔
韻
的
意
識
と
実
際
の
発
音
と
が
合
致
し
て
ぬ
た
も
の
で
あ
る
か
を
、
決
定
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。

以
上
逃
べ
た
事
を
要
約
し
て
い
へ
ば
、
防
人
歌
・
東
歌
に
お
け
る
方
言
的
音
試
現
象
と
普
追
に
見
ら
れ
て
ぬ
る
も
の
の
う
ち
、

e
↓

a
、

e
↓
る
、
？
；
、

U

↓
0

、
O

↓
U

の
翌
象
に
つ
い
て
、
そ
の
現
象
の
契
機
と
な
る
音
声
的
、
・
音
糾
的
條
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
粗
異
す
る

一
七
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も
の
が
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

e
↑
↓

a
の
現
象
は
、
地
方
的
に

e
.
a
の
音
試
的
対
立
の
褻
退
、
消
失
ま
た
は

e
が

a
に
近
い
昔
で

あ
る
事
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
音
声
的
、
語
法
的
條
件
の
場
合
に
現
れ
た
音
声
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

現
象
に
は
、
た
と
へ
苦
韻
的
対
立
が
存
在
し
て
ぬ
た
と
仮
定
し
て
も
、
実
際
に
発
昔
さ
れ
た
音
声
の
上
に
は
、

u
↑
↓
0

の

U

と
0

と
の
混
同
が
生
じ

て
ゐ
た
事
の
颯
れ
で
あ
る
。

e
↑
も
e
の
現
象
は
、
両
者
の
音
韻
的
対
立
が
存
在
し
て
ゐ
な
か
っ
た
事
、
或
い
は
昔
韻
的
対
立
の
衰
退
、

消
失
に
よ
る
両
昔
の
混
同
で
あ
る
。

e
↑
↓

a
の
現
象
は
、
特
殊
仮
字
造
時
代
の
中
央
語
に
お
け
る
島
音
交
替
の
現
象
で
は
な
い
。
当
時
の
饂
音
交
替
で
は
乙
類
の
t8

が
甲

類
の

a
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

e
が

a
に
は
な
ら
な
い
（
有
坂
秀
泄
縛
士
「
国
語
に
あ
ら
は
れ
る
一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」
参
照
）
。

a
↓

e
の
現
象
が
遠
江
の
防
人
歌
、
相
模
の
東
歌
に
各
一
例
、
国
名
未
詳
の
防
人
歌
・

東
歌
を
追
じ
て
一
二
例
で
あ
る
の
に
対
し
、

e
↓
a
の
現
象
は
a
↓

e
に
比
し
て
圧
倒
的
に
多
く
、
相
模
を
除
く
坂
東
諸
国
の
全
般
的
現
象

で
あ
る
。
中
央
の
言
語
と
全
く
無
関
係
な
昔
韻
蜆
象
歪
相
模
を
除
く
坂
東
諸
国
に
現
れ
て
ゐ
る
事
が
、
池
狸
的
條
件
に
よ
る
か
、
こ
の
地

方
の
音
韻
的
府
質
に
よ
る
か
は
、
注
意
す
べ
き
問
題
で
あ
ら
う
。

u
が
0

と
な
る
現
象
は
、
0

が
U

と
な
る
現
象
の
ほ
ぼ
三
倍
で
あ
る
。
。

↓
U

の
分
布
慇
態
は
、
駿
遠
両
国
及
び
信
濃
の
坂
東
以
西
の
東
国
、
殊
に
遠
江
に
著
し
い
硯
象
で
あ
り
、
坂
東
詔
国
で
は
確
実
な
例
が
下
総

・
常
陸
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
確
実
性
を
訣
＜
例
が
武
蔵
・
相
模
に
見
出
さ
れ
る
。

u
↓
0

の
硯
象
は
、
坂
東
謡
国
で
は
全
般
的
に
説
れ
て
ゐ

る
が
、
相
模
・
武
蔽
・
下
総
・
常
陸
等
に
お
い
て
は
、
両
硯
家
が
共
存
し
て
ゐ
る
の
で
＂
前
述
し
た
や
う
に

u
.
0
の
昔
声
上
の
混
同
に
基

づ
く
現
象
で
あ
り
、

e
↑
↓
a
の
現
象
に
お
け
る

e
と

a
と
の
関
係
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
仮
定
に
更
に
確
実
性
を
与
へ
る
。

e
↓
8

の
現
象
は
、
下
総
に
現
れ
て
ゐ
た
い
だ
け
で
、
他
の
坂
東
諸
国
の
全
般
的
現
象
で
あ
り
、
"
e
↓
e
の
方
は
、
防
人
歌
だ
け
で
は
、

中
央
の
言
語
と
は
全
く
無
関
係
な
現
象
で
あ
る
。

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

一
五
四

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

坂
東
以
酉
の
三
国
で
は
遠
江
に
一
例
、
坂
東
で
は
上
総
・
下
野
各
一
例
、
下
総
・
常
陸
各
二
例
が
見
ら
れ
、
両
現
象
が
共
存
し
て
ゐ
る
の

は
、
常
陸
・
下
野
・
上
総
で
あ
る
が
、
上
総
は

e
↓
"
6

の
現
象
が
き
は
立
つ
て
著
し
い
。
こ
の
両
現
象
の
分
布
瓶
態
に
関
し
て
注
意
さ
れ

る
事
は
、
東
歌
に
お
い
て
甲
乙
両
類
の
母
音
の
相
異
が
、
ど
の
楳
度
の
正
確
を
以
つ
て
表
記
さ
れ
て
ぬ
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
さ
う
し

て
、
坂
東
の
常
監
・
下
野
・
上
総
の
三
国
に
両
現
象
が
共
仔
し
、
ケ
・
ヘ
・
メ
に
お
い
て
、
メ
が
る
↓

e
と
な
る
事
例
を
鋏
く
ほ
か
、

e

↓
”e
、
.e
↓

e
の
ど
の
諏
象
も
現
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
恵
は
、
前
迄
し
た
や
う
に
両
昔
の
手
日
賊
的
対
立
の
映
除
に
基
づ
く
昔
声
上
の
混
同
で

e
↑
↓

ie
の
音
声
上
の
混
同
硯
象
は
、
両
平
日
の
音
麒
的
対
立
の
紋
除
が
直
接
の
動
因
と
な
っ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
そ
の
鋏
除
の
原
因
令

東
国
に
お
い
て
は
、

e
.
i
8
の
音
声
的
混
固
が
中
央
に
比
し
て
吊
く
か
ら
硯
れ
、
両
音
が
統
一
の
方
向
を
辿
っ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

と
の
場
合
、
両
首
の
い
づ
れ
へ
統
一
の
方
向
奴
勤
芦
の
で
あ
る
か
。
そ
の
方
向
に
も
同
じ
東
国
と
い
つ
て
も
、
地
方
的
に
相
呉
が
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
し
、

e
t↓
6
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
地
理
的
分
布
朕
態
や
事
例
の
数
（
第
三
十
八
斡
、

と
、
相
互
に
牽
引
し
制
肘
し
合
つ
て
統
一
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
の
仮
定
も
成
立
つ
。
し
か
し
、

e
.
＂

e
の
混
同
は
、
当
時
の
東
国
方
言

に
同
時
的
に
発
生
し
て
ぬ
る

i
と
"
1
、
0

と．
0

の
甲
乙
両
類
の
罪
昔
に
お
け
る
混
同
の
親
象
と
相
罠
的
に
考
察
す
る
事
が
、
当
然
必
要
と

に
限
れ
ば
、

た
つ
て
く
る
。

中
央
語
の

i
↑
↓
ー
と
な
る
事
例
は
、
東
歌
に
は
'
l
↓
"
1

の
例
が
な
く
、
国
名
未
詳
に
．
l

↓・
1

の
一
例
が
あ
る
だ
け
な
の
で
、
防
人
歌

o
 

a
 

上
野
囮
四

0
四
ヒ
き
（
紐
）
、
上
総
四
三
四
八
ク
ビ
（
き
、
上
総
四
三
四
九
キ
（
来
）
―
-
シ
ヲ
、
上
総
四

i
↓
”1

の
事
例
は
、

過
程
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
仮
定
が
予
想
さ
れ
る
。

あ
る
と
い
ふ
仮
定
が
、

一
層
確
実
性
を
増
す
の
で
あ
る
。

一
五
五

一
七
六
頁
参
照
）
を
考
察
す
る
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以
上
の
事
か

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

三
四
七
イ
会
（
斎
）
巴
プ
の
四
例
で
、
こ
れ
ら
の
語
は
防
人
歌
・
東
歌
に
す
べ
て
見
え
て
を
り
、
そ
れ
は
い
づ
れ
も
甲
類
の
仮
字
で
表
記
さ

れ
て
ゐ
る
し
、
四
例
の
う
ち
―
―
一
例
ま
で
は
上
総
に
現
れ
て
を
り
、

e
が
"e
に
な
る
現
象
も
上
総
に
著
し
い
現
象
で
あ
っ
た
事
と
対
照
す
る

と
、
東
国
で
も
極
限
さ
れ
た
特
殊
の
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

I
が
i
と
な
る
現
象
は
、
駿
遠
、
相
武
の
相
接
し
た
四

国
を
除
い
た
東
国
に
現
れ
て
ゐ
る
が
、
カ
ミ
（
帥
）
が
か
み
、
こ
ヒ
（
恋
）
が
こ
ひ
と
な
る
例
を
除
け
ば
、
ヤ
ナ
ギ
（
柳
）
が
下
総
四
三
八
六
ャ

ナ
ぎ
、
ノ
ミ
（
助
詞
）
が
上
総
四
三
五
五
ノ
み
と
な
る
例
が
各
―
つ
あ
る
だ
け
で
、
語
彙
内
に
偏
し
た
現
象
と
い
ひ
得
る
。
し
か
も
、
ノ

み
の
例
は
、
五
巻
、
八
六
八
に
も
見
え
て
ぬ
る
。
力
み
の
例
は
、
下
総
・
下
野
各
二
例
、
上
総
・
常
陸
・
信
濃
各
一
例
で
、
中
央
語
と
同

じ
く
ヵ
f

デ
と
な
っ
て
ぬ
る
例
は
、
国
名
未
詳
四
四
二
1

ハ
に
一
例
だ
け
で
あ
り
、
こ
び
の
方
は
、
下
総
・
常
陛
各
二
例
、
上
野
一
例
で
、
中

央
語
と
同
じ
く
こ
ビ
と
な
っ
て
ぬ
る
例
は
、
上
総
四
三
四
七
に
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
上
総
と
上
野
に
は
i
↓
1

、
i
↓
.
1

の
現
象
が

共
存
し
、
殊
に
上
総
は
事
例
の
数
も
多
い
と
こ
ろ
か
ら
考
へ
る
と
、
甲
乙
両
類
の
混
同
が
甚
し
か
っ
た
こ
と
が
い
へ
る
。

ら、

i
↑
↓
"
1
の
二
つ
の
現
象
は
、
共
に
極
度
に
語
彙
内
に
偏
し
て
ゐ
る
が
、

i
↓
"1
の
現
象
は
同
語
に
つ
い
て
見
て
も
例
外
的
で
あ
る

の
に
対
し
、

"
l
↓
i
の
現
象
は
同
語
に
お
い
て
は
一
般
的
傾
向
如
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
混
同
の
事
例
数
か
ら
見
て
も
、

i

↓
"
1
の
例
は
、

"
l
↓
i
の
例
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

"1
が
i
に
統
一
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
ふ
仮
定
も
、
あ
な
が
ち
否
定

で
き
な
い
で
あ
ら
う
。

0

↑
↓
ぷ
二
つ
の
現
象
は
、
例
を
防
人
歌
に
限
れ
ば
、
0
↓

.
0

の
方
は
常
陸
・
下
野
・
信
濃
•
国
名
未
詳
に
各
一
例
、"O
↓

0

の
方

は
武
蔵
・
下
野
に
各
一
例
で
あ
っ
て
、

i
↑
↓
"
1
、

e
↓
:
8

に
比
し
て
、
混
同
の
例
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
古
代
日
本
語
の
母
昔
調
和
の

場
合
、
語
の
構
成
要
素
の
同
一
結
合
輩
位
に
お
い
て
、

0

と
”
0

と
の
共
存
が
許
さ
れ
な
い
現
象
か
ら
い
つ
て
も
、
ス
そ
（
裾
）
が
信
濃
四
四

一
五
六
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

0
ー
に
ス
ゾ
と
乙
類
に
な
っ
て
ゐ
る
の
や
、
東
歌
を
参
照
す
る
と
、
コ
ゾ
（
助
詞
）
が
常
陸
三
三
九
四
に
こ
ゾ
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
珍

東
国
方
言
の
甲
乙
両
類
の
母
昔
の
混
同
は
、

e
↑
↓
5e
が
最
も
甚
し
く
、
地
方
的
に
も
全
般
的
傾
向
を
帯
び
て
ゐ
る
。
次
に
・
・
↑
↓
ー

る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。

一
五
七

の
現
象
が
甚
し
い
が
、
語
彙
的
に
眼
ら
れ
た
傾
向
が
見
え
る
°
殊
に
i
↓
"
1
の
方
は
地
方
的
に
も
偏
し
、
中
央
語
と
同
じ
音
に
た
っ
て
ぬ

0

↓
6
の
現
象
は
最
も
少
な
い
現
象
で
あ
る
。
e
と
3
e
と
の
混
同
は
中
央
語
に
お
い
て
も
相
当
現
れ
て
ゐ
る

が
、
万
葉
集
の
中
央
語
の
歌
数
と
東
国
語
の
歌
数
と
の
比
李
か
ら
見
れ
ば
、
東
国
語
に
比
す
る
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
。

•
1
↓

ー
の
混
同
は
中
央
語
に
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
ゐ
な
い
と
い
つ
て
よ
い
稲
度
の
も
の
で
あ
る
。

0

↑
ー
+
6
の
混
同
の
事
例
数
は
、
防
人
歌
だ
け
で
は
、
両
現
象
を
合
せ
て
八
例
で
あ
る
が
、
東
歌
の
方
に
擬
問
の
二
例
を
合
せ
て
七
例

あ
る
が
、
防
人
歌
・
東
歌
以
外
の
万
葉
集
に
は
、
東
国
語
に
匹
敵
す
る
混
同
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
●
か
し
、
歌
の
数
か
ら
い
へ
ば
、
東

国
の
歌
数
は
、
東
国
の
歌
以
外
の
万
葉
歌
の
十
分
の
一
に
も
達
し
な
い
か
ら
、
混
同
の
比
率
に
お
い
て
は
、
東
国
の
歌
の
方
が
断
然
多
い

と
い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
甲
乙
両
類
の
母
昔
の
混
同
は
、

i
↑
↓
I
、

e
↑
↓
る
、

0

↑
↓
6
の
い
づ
れ
に
せ
よ
、

中
央
語
よ
り
も
圧
倒
的
に
東
国
語
に
多
い
現
象
で
あ
る
事
は
、
認
め
た
く
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
甲
乙
両
類
の
母
昔
の

混
同
の
現
象
は
、
東
国
方
言
の
重
要
な
、
そ
し
て
顕
著
な
方
言
的
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
な
現
象
が
、
中
央
語
よ
り
語
彙
の
上
で
も
語
法
の
上
で
も
古
形
を
よ
り
多
く
と
ど
め
て
ゐ
る
東
国
方
言
に
、
ど
う
し
て
中
央

ら
し
い
例
で
あ
る
。

-̂ 
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語
に
先
ん
じ
て
超
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
古
い
語
槃
ゃ
語
法
と
共
に
古
言
が
、
都
会
や
文
化
の
交
流
の
激
し
い
地
方
に
比
し
て
、
文
化
の

交
流
の
少
な
い
地
方
や
辺
土
に
残
仔
す
る
の
が
壼
追
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
文
化
の
交
流
や
異
民
族
の
往
来
が
激
し
く
、
婦

化
し
定
住
し
て
ぬ
る
異
民
阪
と
共
に
語
族
を
異
に
し
た
言
語
の
影
啓
が
著
し
か
っ
た
大
和
地
方
の
巾
央
語
に
先
ん
じ
て
、
中
央
語
よ
り
も

よ
り
多
く
の
古
い
語
羮
や
語
法
を
残
仔
し
な
が
ら
、
何
故
昔
韻
の
上
に
限
つ
て
混
同
が
起
っ
た
の
で
あ
ら
う
°
殊
に
奈
良
胴
の
中
期
頃
ま

で
に
は
成
立
し
て
ぬ
た
と
推
定
さ
れ
る
川
雲
・
播
膚
・
肥
前
の
各
風
土
記
に
は
、
仮
字
書
の
事
例
は
多
い
と
は
い
へ
な
い
が
、
そ
れ
で
も

甲
乙
両
類
の
仮
字
の
混
同
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
事
ー
ー
文
字
の
異
同
が
あ
っ
て
、
多
少
粗
異
す
る
も
の
も
あ
る
が
ー
ー
に
よ
つ
て
、

こ
れ
ら
の
出
雲
・
播
磨
・
肥
前
の
各
旭
方
で
は
、
音
声
言
語
の
上
に
甲
乙
両
類
の
栂
音
の
混
同
が
ま
だ
生
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
仮
定
す
る

事
が
で
き
れ
ば
、
ど
う
い
ふ
噸
由
で
、
東
国
地
方
の
み
に
混
同
が
現
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
さ
う
し
て
、
出
雲
・
揉
局
・
肥
前
の
風
土
記

と
ほ
げ
同
時
代
に
成
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
東
国
の
常
峠
風
土
記
に
だ
け
、
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
混
同
が
粗
当
現
れ
て
ぬ
る
の
は
、
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
、
地
方
と
い
つ
て
も
、
川
雲
・
播
磨
・
肥
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
峨
方
で
は
、
甲
乙
両
類
の
母
音
の
混
同
が

ま
だ
生
じ
て
ゐ
な
い
の
に
対
し
、
東
国
で
あ
る
常
陸
の
国
で
は
混
同
の
現
象
が
存
在
し
て
ぬ
た
事
実
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
と
、
仮
定
す

（
こ
の
や
う
な
仮
定
の
成
立
に
は
、
常
陸
・
出
雲
・
措
扇
・
肥
袖
の
各
風
土
記
の
成
立
過
揺
及
び
各
風
土
記
の

漢
字
に
よ
る
仮
字
害
の
部
分
に
お
け
る
甲
乙
両
類
の
事
例
や
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
追
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

待
っ
事
と
す
ろ
。
）

そ
れ
は
今
後
の
檬
会
を

だ
と
す
る
と
、
中
央
の
大
和
地
方
か
ら
遠
く
距
っ
た
辺
土
の
東
国
に
お
い
て
、
も
と
も
と
甲
乙
両
類
の
仰
音
が
存
在
し
て
ゐ
た
の
が
、

中
央
と
の
交
通
が
稀
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
自
身
の
昔
賊
組
織
の
う
ち
に
、
幾
世
紀
か
の
時
間
的
径
過
に
よ
つ
て
、
甲
乙
両
類
の
混
同

る
事
が
可
能
で
あ
ら
う
。

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

一
五
八
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

そ
の
や
う
な
仮
定
も
一
応
成
克
す
る
で
あ
ら
う
が
、
出
雲
・
播

磨
・
肥
前
の
如
く
中
央
か
ら
距
っ
た
地
方
に
東
国
と
同
じ
現
象
が
生
じ
て
ゐ
な
い
事
実
を
重
説
す
れ
ば
、
東
国
地
方
に
お
け
る
文
化
史

的
、
就
会
史
的
諸
問
題
、
殊
に
東
国
峨
方
に
お
け
る
先
住
種
族
の
問
題
と
の
相
関
的
関
係
に
お
い
て
、
甲
乙
両
類
の
枇
昔
の
混
同
を
は
じ

め
と
し
て
、
防
人
歌
・
東
歌
に
現
れ
て
ゐ
る
あ
ら
ゆ
る
方
言
詞
式
象
を
改
め
て
考
察
す
る
事
が
必
要
と
な
つ
て
来
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
間

頴
に
つ
い
て
は
他
日
に
誤
る
事
と
し
て
、
ひ
と
ま
づ
こ
の
稿
を
終
へ
る
雷
と
す
る
。

（
こ
の
稿
の
第
四
十
輯
の
部
分
は
、
人
文
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
事
を
附
記
し
て
お
く
。
）

文
學
研
究
第
三
十
八
輯
、
拙
稿
の
重
な
訂
正

一
八
一
頁
の
表
の
院
明

て
表
の
横
段
、
各
国
の
上
段
は
甲
乙
両
類
の
仮
字
の
相
異
・
1

と
ー
、

は
甲
乙
両
類
の
相
異
を
区
別
し
な
い
事
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
致
事
項
数
で
あ
る
。
例
へ
は
、
常
陸
に
・
1

↓
e
、

.
l
↓
る
が
あ
り
、
遠
江
に
i

一
、
下
段
は
、
甲
乙
両
類
を
区
別
し
な
い
場
合
の
一
致
事
項
数
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
前
記
の
常
陸
と
逹
江
の
例
に
お
い
て
、
常
陸
の
・
1

↓
te
と

遠
江
o
i
↓
e
と
を
一
の
一
致
事
項
と
し
て
数
へ
る
。

一
、
音
の
脱
落
及
び
子
昔
変
化
の
事
項
は
算
入
し
な
い
。
例
へ
ば
0

昔
の
脱
落
現
象
は
、
武
蔵
・
上
総
。
常
陸
に
見
え
、

t
↓
ー
の
子
音
変
化

の
事
項
は
、
武
蔵
・
下
総
・
常
陸
・
下
野
に
現
れ
て
ゐ
る
が
、
一
致
事
項
と
し
て
算
入
し
て
ゐ
な
い
。

一
、
巻
十
四
の
東
歌
の
例
は
算
入
し
て
ゐ
な
い
。

↓

e

が
あ
る
場
合
、
•
1
↓

e

の
み
を
一
に
数
へ
る
。

が
、
巾
央
語
に
先
ん
じ
て
現
れ
た
と
仮
定
し
て
よ
い
も
の
だ
ら
う
か
。

一
五
九

e
と
2e
、
0

と
6
と
を
区
別
し
た
場
合
の
一
致
事
項
数
で
あ
り
、
下
段
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一
八
0
頁＿＿＿行

下

野

逮

江

国
名
末
詳

国
名
末
詳

駿

河
駿

河

一
九
二
頁
六
。
七
行

「
方
言
的
要
素
は
頗
る
薄
く
、
速
江
、
信
濃
に
は
全
く
現
ほ
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
は
両
国
の
歌
数
が
少
な
い
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
両
国
に

は
古
語
的
、
方
言
的
要
素
」
を
、
「
方
言
的
要
素
は
頗
る
薄
く
、
信
濃
は
古
語
の
オ
モ
・
オ
モ
チ
チ
を
除
い
て
は
全
く
現
は
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
は
両
国
の
歌
数
が
比
較
的
少
な
い
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
両
国
に
は
語
彙
及
び
語
法
上
、
古
語
的
、
方
言
的
要
素
」
に
或
め
る
。

一
六
八
頁
の
一
行

倦
十
四
、
「
常
陸
―
―
―
―
1

一
五
一
、
」
の
下
に

r
国
名
未
詳
一
―
―
五
一
―
―
―

．

誤

、

武
蔵
四
四
一
―
―
―

0

.
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詞
ニ
・
ケ
9
)

p
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（
恋
プ
シ
）

「
こ
ひ
ラ
ジ
」
が
「
こ
ひ
ラ
ジ
」

共
通
す
る
も
の
が
十
一
に
達
し
て

一
六
五
頁
一
八
行

一
六
五
頁
九
行

一
六
四
頁
＿
＿
＿
行

一
六
四
頁
＿
＿
＿
行

常

陸

一
七
六
・
七
頁
の
表

下
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総

6
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脱
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ジ
脱
落
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0
,
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・1
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e
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↓
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奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
（
下
）

゜
1誤

共
通
す
る
も
の
が
十
に
達
し
て

（
ニ
ヌ
グ
モ
、
布
雲
？
）
」

正

四
四
ニ
―

詞
二
，
・
け
リ

「
こ
プ
ラ
ジ
」
が
「
こ
ひ
ラ
ジ
」

こ
？

（
恋
ホ
ジ
） ゜

(1) 0 

゜゚
3(1) 5
 
正

を
入
れ
る
。

一
六

0
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